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別紙様式 栗生小学校 

 

令和３年度全国学力・学習状況調査の 

結果をふまえた指導改善策 

 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

  ○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力 

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

○上記のような取組みを通して、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立す

る。 

 

２ 調査の対象 

  小学校第６学年・義務教育学校第６学年の児童 

  

３ 調査の内容 

（１）教科に関する調査（国語、算数） 

 

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

  ・児童に対する調査 

  ・学校に対する調査 

 

４ 調査日時 

  令和３年５月２７日（木） 

 

Ⅱ 学力調査の結果【小学校・義務教育学校前期課程】 

１ 教科に関する調査結果（平均正答率※） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均正答率とは、｢児童の正答数の平均｣÷｢設問数｣の値を、％で表わしたものです。   

 

 国語 算数 

全 国 64.7 70.2 

広島県 66 70 

府中市 70 74 

栗生小 85 86 
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２ 調査問題の趣旨・内容 

 

 

 

区

分 
調査問題の趣旨・内容例 

国
語 

（例）  

・目的に応じ、話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考える。 

・資料を用いた目的を理解する。 

・目的や意図に応じ、資料を使って話す。 

・文章全体の構成を捉え、内容の中心となる事柄を把握する。 

・思考にかかわる語句の使い方を理解し、話や文章の中で使う。 

・目的に応じ、文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付ける。 

・目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約する。 

・自分の主張が明確に伝わるように、文章全体の構成や展開を考える。 

・目的や意図に応じて、理由を明確にしながら、自分の考えが伝わるように書き表し方を工

夫する。 

・学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で使う。 

・文の中における主語と述語との関係を捉える。 

・文の中における修飾と被修飾との関係を捉える。 

算
数 

（例）  

・二つの道のりの差を求めるために必要な数値を選び、その求め方と答えを記述できる。 

・速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係について考察することができる。 

・速さを求める除法の式と商の意味を理解している。 

・条件に合う時刻を求めることができる。 

・速さと道のりを基に、時間を求める式に表すことができる。 

・三角形の面積の求め方について理解している。 

・複数の図形を組み合わせた図形の面積について、量の保存性や量の加法性を基に捉え、比

べることができる。 

・複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、図形を構成する要素などに着目し、図形

の構成の仕方を捉えて、面積の求め方と答えを記述できる。 

・棒グラフから、数量を読み取ることができる。 

・棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができる。 

・データを二次元の表に分類整理することができる。 

・帯グラフで表された複数のデータを比較し、示された特徴をもった項目とその割合を記述

できる。 

・集団の特徴を捉えるために、どのようなデータを集めるべきかを判断することができる。 

・示された除法の結果について、日常生活の場面に即して判断することができる。 

・商が 1より小さくなる等分除（整数）÷（整数）の場面で、場面から数量の関係を捉えて

除法の式に表し、計算をすることができる。 

・少数を用いた倍についての説明を解釈し、他の数値の場合に適用して、基準値を 1とした

ときに比較量が示された少数に当たる理由を記述できる。 
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３ 調査結果にみられる特徴と課題及び今後の改善策 

【国語】特徴と課題 

◇目的に応じ、話の内容が明確になるように、スピーチの構成を考えることができる 

（本校 100％ 全国平均77.5％ 全国平均比+22.5ｐ） 

◇文章全体の構成を捉え、内容の中心となる事柄を把握することができる 

（本校 100％ 全国平均77.6％ 全国平均比+22.4ｐ） 

◆目的に応じ、文章と図表とを結びつけて、必要な情報を見つけることができる 

（本校 50％ 全国平均 34.4％ 全国平均比+15.6ｐ） 

◆目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができる 

（本校 56.3％ 全国平均 29.7％ 全国平均比+26.6ｐ） 

◇…相当数の生徒ができている点 ◆…課題のある点   

 

【国語】改善策 

○文章と図を結びつけて必要な情報を見つけ、問われていることに対して、的確な答えを書く 

・授業の中で、文章中の指示語が表す内容を丁寧に確認する。 

・問われている内容を整理して、自分の考えをもたせる。（理由・事実・説明など） 

・話型を使用して話させたり、文章を書かせたりする。 

○中心となる語や文を見付けて要約する 

・要約の仕方や中心となる語や文の見つけ方を具体的に指導し、書く活動を取り入れる。 

→単元末テストおよび標準学力テストを行い検証する。 

 

【算数】特徴と課題 

◇速さと道のりを基に、時間を求める式に表すことができる   

  （本校 100％ 全国平均 85.1％ 全国平均比+14.9ｐ） 

◇商が１より小さくなる等分除（整数）÷（整数）の場面で、場面から数量の関係を捉えて除法

の式に表し、計算できる      （本校 100％ 全国平均 55.5％ 全国平均比+45.5ｐ） 

◆二つの道のりの差を求めるために必要な数値を選び、その求め方と答えを式や言葉を用いて記

述できる             （本校 56.3％ 全国平均 62.5％ 全国平均比-6.2ｐ） 

◆複数の図形を組み合わせた図形の面積について、量の保存性や量の加法性を基に捉え、比べる

ことができる           （本校 62.5％ 全国平均 72.5％ 全国平均比-10ｐ） 

 

【算数】改善策 

○必要な数値を選び、その求め方と答えを式や言葉を用いて表すこと 

・図と言葉と数値を結び付けて立式するよう指導し、友達に説明する活動を仕組む。 

・複数の考えを比較し、よりよい求め方を考える活動を仕組む。 

○位置や向きによらず面積が等しいこと、図形の面積を求めるために必要な情報を捉えること 

・実物の立体を用いて、その特徴について言葉で説明する活動を仕組む。 

・具体的な操作を通して、図形の特徴を捉えさせる。 

・図形の面積を求めるために必要な情報を選んで計測する活動を仕組む。  

→単元末テストおよび標準学力テストを行い検証する。 
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Ⅲ 学習状況調査の結果 

１ 学習状況調査（児童質問紙）の結果にみられる傾向 

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも高かった項目 

・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか   

(本校 81.3％ 全国平均 58.0％ 全国平均比+28.9ｐ) 

・新型コロナウィルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、計画的に学習を続けることができ

ましたか                 (本校87.6％ 全国平均64.6％ 全国平均比＋20.4ｐ) 

・家で自分で計画を立てて勉強をしていますか (本校 100％ 全国平均 74.0％ 全国平均比+26ｐ)  

・あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解

決方法を決めていますか          (本校 93.8％ 全国平均73.4％ 全国平均比+20.4ｐ) 

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも低かった項目 

・自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか     

(本校 75.1％ 全国平均 84.3％全国平均比-9.2ｐ) 

・人の役に立つ人間になりたいと思いますか    (本校 87.5％ 全国平均 95.5％全国平均比-8ｐ) 

 

２ 生活習慣・学習環境などに関する改善のポイント 

・コミュニティ・スクールの取組みが定着し、地域のためにできることを考えている児童がとても多い。

今後も地域社会に貢献することができる児童の育成を目指す。 

・新型コロナウィルスに係る休校中に、不安を感じている児童は多かったが、ほとんどの児童が規則正し

い生活を送り、計画的に学習を進めることができたと回答している。また、家庭学習についても、全児

童が自分で計画を立てて勉強をすることができていると回答しており、自立した学習集団に育っている

と考えられる。全学年でも、自分で計画を立てて学習する習慣が身に付くよう取り組んでいく。 

・学級会に関する質問項目では、肯定的評価が高く、ほとんどが全国平均を上回っている。それらの取り

組みと学力が相乗効果をなしていると捉え、今後も、学校全体として学級活動を中心とした、自治的能

力の育成を目指す。 

・各行事や生活において、異学年の交流や地域の人のために活動する場を設定し、役割をやり遂げること

ができるよう支援していく。また、その創意工夫や努力の課程を評価する指導を学校全体で取り組み、

人の役に立つ喜びを感じることができるようにする。 

 


